
勁 ″ 物 田県立大学後期公開授業
いについて、さまざまな文化的視点から比較検証します。
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間では、欧米やアジアからの留学生と県立大学生との

ループ・デイスカッションか中心としますハグループ・ディスカッションを中心とします。
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平成 25年‐ 1 月 221日 (火)全 14回

|マ塾 各回 14130-16100

受講料 1回 500円 (10回以上 5,000円 )
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出口県立大学 4号館 D22教室
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講師 :国際文化学部教授 U口田0●■  ■山

“

y (ゥキルソン・エイミー)

部分受講も可能です。 (開催期間中は、随時受付いたしま|す。)

全講義を受講された方には、山口県立大学公開授業受講修了証書を授与いたしますし

お申し込み。問い合わせ 電話、FAXまたはハガキで

亀□監菫量塑圃弘堕凶塾重ツ_生=生工学習部Flまで

電割:口 FAX 083-・ 928--3495

〒753-3502 山口市桜畠 3丁 目2-1

薔義内害 (一部) ※ 詳細は裏面をご覧ください
e Cross― Culturが Differences in the Home(家 庭における異文化間の相違)

・ Verbal Self― 馴scbsure(言語による自己開示) ・ Lre Stages(人 生の大行事)

00む ltural二 cultural Misunderstandings(異 文化間の誤解について)

・ Gift-0宙 ng in Jaoan and other cultures(日 本と他文化における贈答について)

。Language:Are we rea‖ γ understandng what we hear?(こ とば) ・Holidays(祭 日)

・ Reverse Cuiture Shock(逆 カルチャーショック) etc。



◆講義内容

回 月  日 内 容

10/2
(りに)

Infrodul子lo■ lo=he Course
概論・ 自己紹介

2
10/16

(火)

Cross― CuIIural Differences in lhe Home
家庭における異文化間の相違

3
10/23

(りに)

Ｔ

ユIs i+personal or Cullural?
個人的 ?文化的 ?(1)

4
10/30

(りk)

Is itt peFSOnal oF CuIIural?I
個人的 ?文化的 ?(2)

5
11/6
(火 )

Verbal Seif― DisclosuFe
言語による自己開示

|
11/13

(火)

UniVeFSal CuIIure:D● es il exisI?
普遍的な文化はありますか ?

7
11/20

(史)

Life SIages
ライフステージ 1人生の大行事

8
11/27

(りに)
Cullu"al― culluFal MISunderslandings

異文化間の誤解について

9
12/4
(りに)

GifI―Giving in Japan and olher c“ IIuFeS

日本と他文化における贈答について

10
12/11

(火)

Language:Are we realv underslanding wtt we hear?

ことば :聞いたことを本当に理解していますか?

12/18
(りに)

H●IIdavs I :Chrislmas
祭日 (1):ク リスマス

,2
2013.1/8

(りに)
Ho‖davs I :New Year

祭 日 (2):お正月

,3
1/15
(火)

ReveFSe CulttuFe ShOlk
逆カルチャーショック

,4
1/22
(りに)

Ciass Evalualions and Saving Ooodbve
授業評価と最後の挨拶

◆ 受 講 申 込 書   後期公開授業「異文化交流論 b」 を受講します。

お名前 (ふ りがな)

ご住所

電話 O FAX

受講希望 全回受講    ・   部分受講 ( 回 )




